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仙北市
①学校運営
上の課題

02 社会に
開かれた教
育課程への
対応

・学校と地域の連携・協働に
より行う子どもたちの豊かな
学びについて、地域の情報が
不足しているため、地域人材
との連携や地域の受入先確
保が教職員にとって課題であ
り、負担感を感じる要因となっ
ている。併せて、教職員の協
働活動への理解不足も課題
となっている。

・学校と地域の連携・協働の
体制を構築するため、地域学
校協働本部を市内6小学校5
中学校に設置し、推進員27名
を委嘱している。併せて教職
員向けの研修を各校で実施し
理解を深めてもらう取組を
行ってきた。
・学校、教職員、推進員の定
期的なコミュニケーションの機
会を設けるよう各小中学校へ
働きかけを行ってきた。定期
的に打合せを行っている学校
では、地域との連携・協働に
よる多様な活動が広がってい
る。

・学校、教職員、推進員の定期的な
コミュニケーションの機会を設けて
いる学校では、地域との連携・協働
による多様な活動が広がってい
る。今後の継続に向けて、生涯学
習課・公民館でサポートを行ってい
く。併せて定期的な打合せを行って
いない学校へは、地域とのコミュニ
ケーションを図ることのメリットや成
果を伝えながら、地域や推進員と
の関わりの充実に向けた取組を
行っていく。
・広報等を活用し、地域へ協働活
動の周知や理解促進を図り、学校
や子どもたちと関わる機会への参
加を促していく。

・地域・学校の連携・協働によ
る活動を通して、子どもたち
の学びを充実させ地域に対す
る愛着や誇りに思う気持ちを
醸成する。それとともに地域
のネットワークづくりを促進
し、元気な地域づくりにつなげ
ていく。
・協働活動の推進・充実のた
め教職員に対する研修等の
実施と、学校と推進員のコミュ
ニケーション機会の実施・充
実に努める。

・協働活動に参加する地
域ボランティアの人数を活
動の実施や充実度を図る
指標とする。

249 人 300 296

本年度の目
標値を下回
り、取組の工
夫・改善が求
められる

　管理職については、年度当初に生
涯学習課や公民館、統括推進員で
学校訪問を行い、地域学校協働活
動に対する打合せ等を行ったが、そ
の内容等が学級担任まで伝わらな
かった学校があった。また、市外の
学校から新たに赴任した職員を含
め、全員に渡してある「地域学校協
働本部事業マニュアル」を読んでい
ない職員もいた。
　そこで、「令和7年度教職員の集
い」（市内の学校職員が全員参加）
の場で、各校で行われている協働活
動を紹介したり、地域学校協働活動
推進員を紹介したりしながら研修を
行う予定である。

仙北市
②学校と地
域の課題

05 その他

・当市の地域課題として、人
口減少・少子高齢化があげら
れる。中でも若者の定住を進
め社会減を食い止めることや
少子化の中で適正な教育環
境を確保することが課題と
なっている。子どもたちがふる
さとに愛着や誇りをもてるよう
な学習・体験活動の充実や子
どもたちの学校環境や教育活
動に学校・家庭・地域がそれ
ぞれの立場で関心を持って関
わる機会の充実が求められ、
施策が講じられている。

・当市ではコミュニティ・スクー
ルを令和７年度まで段階的に
導入を進める計画である。協
働活動では各学校で特色の
ある活動が行われている。子
どもの学びを充実させ元気な
地域づくりを進めるために、熟
議等を通して学校・家庭・地
域が意見を交わし目標やビ
ジョンを共有している。
・当市教育委員会では「ヤマ
メ・サクラマスプロジェクト」と
して地域を支える人材として
の子どもたちの育成を地域住
民の協力を得ながら進めてい
る。また、少子化が進む中で
適正な子どもの教育環境を確
保するための「学校適正配
置」に向け住民が参加しての
意見交換が進められている。

・令和７年度までのコミュニティ・ス
クールの導入や協働活動の充実
のために熟議等を通した学校・家
庭・地域が集まっての意見交換、
意見集約を継続的に行っていく。子
どもの学びの充実と元気な地域づ
くりを実現していくためにも、子ども
の学びに対する地域住民の関心を
高め、参画する雰囲気を醸成して
いく工夫を行う。

・学校・家庭・地域の多様な立
場の人が集まる熟議等の意
見交換の機会を継続的に設
けること。
・子どもの学びに対する地域
住民の関心を高め、熟議等の
意見交換の機会への参加を
促すこと。

・熟議等の意見交換の機
会への参加人数を子ども
の学びに対する地域住民
の関心の高さを図る指標
とする。

328 人 350 388

本年度の目
標値を上回
り、課題の解
決に向けて
大きな成果
が見られた

　中学生や小学校高学年の児童が
参加する熟議を行い、子どもたちが
地域についてどのような考えを持っ
ているかを、地域の方々に知らせる
とともに、子どもたちに地域の方々
がどのような考えで生活しているか
を知らせる機会とした。
　また、学校では、熟議に参加して
子どもたちに話をしてもらいたい方、
話を聞いてもらいたい方の選定に、
学校運営協議会の委員の方々や地
域学校協働活動の推進員の方々の
意見を聞いたり、誘っていただいた
りした。
　参加した多くの方々は、熟議につ
いて、学校や子どもたちの話、地域
の方の考えを聞くことができてよい
機会であったこと、楽しい雰囲気で
話し合えたことから参加してよかっ
たという感想をもっていた。
　今後さらに参加者を増やしていくこ
と、地域の声を聞くことを目指して、
熟議の趣旨や雰囲気等について多
くの方に知っていただくことが必要と
考える。そのために、広報活動を充
実する必要がある。熟議のこれまで
の話合いの様子や成果等を知らせ
ていく活動を行う。

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和６年度学校・家庭・地域連携総合推進事業　目標シート


